


５月１０日１０時から、放送大学附属図書館演習室にて行われた。出席は岡崎、手島、坂井。報告者は、岸。

今回のところでは、問題点が続出して議論が沸騰した。したがって、すべての議論をここで紹介することができない。後日、それぞれが論文作成するなかで、発展的に紹介していくことにした。

問題点
近代的社会制度の起源をどこに求めるか？

問題点
ヴェブレンは「慣習」あるいは｢慣例」をどのように使い分けているか？

問題点


独立人＝Masterless Man

問題点

所有制の起源をどこに求めるか？

ロック的所有論と近代


不在所有制の起源をどこに求めるか？






問題点

職人に見られる｢不在所有制」について、ヴェブレンはどのように考え、それを発展させているか？


問題点

今日、ヴェブレンの時代から、ほぼ一世紀がたっているが、これら不在所有制の二つの形態は、どのような進展を見せているか？

また、わたしたちは、このような事態に対して、どのような認識を行っているか？

問題点

近代的な制度としての｢不在所有制」と封建的な制度としての｢不在所有制」

この両者は、どのようにして統合されているのか？

問題点

不在所有制のひとつの起源としての｢小規模商業」

問題点

不在所有制の起源はなにか？

ヴェブレンはここでさまざまな表現を使って、起源を描いているが、どの表現がもっとも適切なものなのか？



問題点

不在所有制はどのようにして発達したのか？

問題点

この文脈において、「機械時代の核心はどこにあるか？

｢投資と不在所有制とがまもなく、機械的工業における原則となったのである」

問題点


「所有者と工場との間に認められえる関係は、工作的労働という人格的関係から、投資に基づく非人格的な関係に移行した。」

問題点

不在所有の核心は、何か？

問題点

ここで、常に問題になるのは、ヴェブレンの｢技術｣ついての評価である。

「産業技術の状態は、自然的な材料がいかに利用されたかということと同時に、いかに有用物たらしめられるかを決定する。・・・・・・したがってまた、｣技術について行われる付加、拡張、進歩、改善などの大部分は、過去から継承されたかかる知識の諸要素の再整理であり、またかかる知識的諸要素を基礎としての洗練といいうるのである」




問題点
サボタージュ

「所有とは、・・・活動停止の自由権のことである」

この観点は、ヴェブレンの後の著作へ繋がる視点である。

問題点
所有とは、手元に置くことではない。

問題点

不在所有的｢所有」の核心とは何か？

問題点

不在所有制の具体的な典型例はどのようなものをあげることができるか？

問題点

｢不在」は、なぜabsentであってinvisibleではないのか？

問題点


自由競争時代の終焉




価格騰貴などによる貨幣的増大による「不在所有」

問題点


不在所有制の背景

三つの変化



